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ウナギを育む豊かな森里川海と人の暮らしの絆
今回は国立環境研究所で取り組んでいるウナギの研

究を紹介します。当センターでは，「絶滅危惧種を対
象とした流域圏における回遊環境の保全と再生」とい
うテーマのもと，特にウナギに注目しています。具体
的には豊かな森里川海の絆によって育まれる指標生物
としてウナギを捉え，ウナギの移動環境の保全と再生
を通して「森里川海の豊かな恵みと人間社会との共生
の在り方」を探求しています。しかし，流域生態系に
関する課題は単純ではなく，スマートな答えも存在し
ません。一つの理由は，流域内には多様な生物が適応
能力に応じて分布している一方，人間の活動状況も多
岐にわたるためです。たとえば，流域内の産業構造や
土地利用は時代とともに変化しますし，また，防災や
農業生産・水管理などを担う縦割り行政も複雑です。

本コラムでは，これらの課題のうち，特にウナギの
移動環境と河川横断構造物について解説します。ウナ
ギは遡河回遊魚といわれ，海で孵

ふ

化
か

した稚魚が河口か
ら陸域に入り，淡水環境で成長して再び海に下るとい
う生活史を持っています。つまり，彼らの生存のため
には，河口から陸域の生息地を経由して再度河口に戻
るという「移動環境」が必要となります。さて，ウナ
ギにとって河川横断構造物はどのような存在でしょう。
巨大ダムも高さがわずか1 mの段差もウナギにとって
は同じ障壁であり，上流へ移動して採餌したり，また
隠れ場所を得ることはできません。つまり，移動環境
の阻害は生息範囲を大幅に減らす原因なのです。では，
河川横断構造物はずっと悪者なのでしょうか？　実は
近年，移動性水生生物への影響を緩和・改善するため

の取り組みが，多くの
自治体や関連部局で進
められています。特に

「魚がのぼりやすい川
づくり推進モデル事業

（国土交通省）」では魚
道や頭首工の実態調査
に加え，魚類の移動環
境の改善が随時図られています。また，農林水産省で
も「水田魚道づくり」として主に用水路と圃場間の移
動環境を改善する事業が継続中です。次に本誌の主題
に関わる技術とその応用『環境DNAとウナギの生息地
評価』に触れます。環境DNAの応用とは，各生物個体
から生息場に溶け出すDNAを河川水等のサンプルから
抽出し，生息地を推定しようとする技術です。

たとえば，ウナギの環境DNAを移動阻害要因と疑
われる河川横断構造物の上流と下流で分析するとしま
しょう。その結果，もし下流部で検出でき，上流側で
は未検出であった場合，ウナギの生息地はその構造物
によって分断されている可能性が高いといえます。こ
の結果から，該当する構造物の改修は移動環境の改善
のために有効であると判断できます。この場合，魚道
の設置やスリット化等は有効な緩和策といえるでしょ
う。また，改修後に同様の調査をおこない，改修地点
の上流で対象種のDNAが検出できれば，その事業の
有効性が確実に証明できるのです。

現在，縄文時代から始まった日本人とウナギとの共
存関係は激変し，ウナギ資源の持続的な利用のために
強い自戒が求められています。次世代の流域生態系の
保全・再生のため，流域環境の解析と環境DNA分析
を統合し，その成果を社会実装することが私たちの夢
であります。最後になりましたが，その夢を共有し，
ともに汗や知恵を出し合ってくれる方々を私たちはい
つも歓迎する次第であります。次号は，春に開設され
た琵琶湖分室の研究についてご紹介します。

対象流域における環境DNAサン
プルの処理（河川水ろ過）風景
ろ過装置一式を車に積み込み各地の
流域を巡ります。
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